
精神疾患克服に向けて 
臨床研究 基礎研究 

ゲノム研究（遺伝要因） 
動物モデル作製 

バイオマーカー研究 

病態に基づく診断法の確立 

脳組織研究 

臨床試験 

病態に基づく心理社会的介入法
・根本的治療法・予防法の開発 

疫学研究（環境要因） 

網羅的解析による分子・
神経回路病態の全容解明 

脳画像研究（中間表現型） 

患者由来iPS細胞 

病態に基づく臨床効果評価系の開発 

脳病態診断法の解明 
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精神疾患の革新的予防・診断・治療法開発の工程表 
：目標を達成するための具体的アクションプラン 

2018 
 

ゲノム研究 
 

大規模サンプル収集 
エピゲノム技術開発 

患者3万人の全ゲノム解析 

予防法の確立 

脳組織研究 

ゲノムコホート（母子・疾患コホート含む） 

ブレインバンク整備 脳病態に基づく分類 脳病態に基づいた分類 
大規模試料・画像収集 

動物と人をつなく指標2の開発 
 

バイオマ
ーカー研究 分子イメージング技術開発 

網羅的解析 
脳病態診断法確立 

iPS細胞 
動物モデル 

モデルマウスで 
シナプス病態解明 

霊長類3モデル確立 

神経回路病態全容解明 脳病態に基づく根
本的治療法の開発 

 

治療法開発 
 神経モジュレーション iPS細胞を用いた創薬 画期的新薬開発 

神経細胞病態全容解明 

目標 研究リソース確立 多数の創薬シーズ 根本治療の開発 
脳病態に基づいた診断 多数のマーカー候補 

神経フィードバック 

心理療法と神経フィードバックの融合療法 

動物モデルへ 

脳組織研究で確認 

患者iPS細胞バンク化 

分子イメージングへ 

脳病態診断法開発 

効果確認 

検査に基づく治療選択 

偏見の打破 

遺伝環境相互作用解明1 

心理療法と融合 画期的治療法確立 

既存試料の全ゲノム・ 
エピゲノム解析 

個別化治療の開発 
1うつ病ではストレス、統合失調症では周産期障害など　2トランスレータブル指標　3遺伝子改変マーモセットを含む 

モデルを用い
た創薬 

精神疾患と身体疾患の統合的理解 

2028～ 2023 現在    



精神疾患克服に向けた研究推進体制 

臨床試験拠点 

製薬企業・医療機器企業との 
産学連携 

ゲノム研究拠点 

コホート研究拠点 

効果の大きな変異を同定
→患者iPS細胞樹立 

　 
遺伝・環境、ステージ
・世代間-相互作用解明 

連携 連携　 連携 

脳画像研究拠点 
バイオマーカー 
開発拠点 

分子イメージング研
究拠点 

診断法開発 

心理・社会的研究拠点 

脳病態に基づく精神疾患への 
心理社会的介入法の検討 

動物モデル・iPS細胞研究拠点 

脳組織研究拠点 
脳病態全容解明 
創薬標的同定 

連携　 

連携　 
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